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旧市街地

サ
ラ
エ
ボ
公
共
交
通
の
課
題

　
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
首

都
サ
ラ
エ
ボ
は
、
日
本
の
長
崎
市
の
よ

う
な
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
街
だ
。
丘
の
斜

面
を
下
り
た
と
こ
ろ
に
市
街
地
が
形
成

さ
れ
、
西
の
イ
リ
ー
ジ
ャ
と
東
の
旧
市

街
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
幹
線
道
路
が
走
り
、

基
幹
交
通
軸
と
し
て
サ
ラ
エ
ボ
県
公
共

交
通
公
社
（
G
R
A
S
）
が
ト
ラ
ム
と

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
バ
ス
お
よ
び
ミ
ニ
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
。
人
々
は
斜
面
の

住
宅
地
か
ら
、
ミ
ニ
バ
ス
に
乗
っ
て
幹

線
道
路
へ
下
り
、
そ
こ
で
ト
ラ
ム
や
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
、
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
、

目
的
地
へ
向
か
う
と
い
う
移
動
方
法
を

取
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
の
経
済
停
滞
や
、

G
R
A
S
の
経
営
難
な
ど
の
理
由
に

よ
る
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
国
か
ら
提
供

さ
れ
た
中
古
の
ト
ラ
ム
や
バ
ス
車
両
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
部
品
が
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
異
な
り
修
理
も
困
難
だ
。

新
車
へ
の
更
新
も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
、

運
行
台
数
や
運
行
頻
度
が
維
持
で
き
な

く
な
り
、朝
夕
の
通
勤
・
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
ト
ラ
ム
で
は
乗
客
が
乗
り
切
れ
な

い
積
み
残
し
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、

バ
ス
も
混
雑
が
常
態
化
し
て
い
る
。
公

共
交
通
が
人
々
に
と
っ
て
不
便
な
乗
り

物
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
自
家
用

車
の
利
用
が
増
加
し
て
、
交
通
渋
滞
や

大
気
汚
染
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
。

バス調査に協力してくれた
高校生、ネジャド・ベウスさ
ん。現地の人々からの協
力は必須だ。

日本工営 海外事業本
部の後

うしろおか

岡寿成さん（上）
と内田正吾さん（下）。

日
本
の
協
力
が

経
営
再
建
の
鍵
に

　
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
目
指

す
サ
ラ
エ
ボ
県
交
通
省
と
G
R
A
S

か
ら
要
請
を
受
け
た
J
I
C
A
は
、

2
0
1
9
年
2
月
か
ら
調
査
を
実
施

し
た
。
調
査
を
請
け
負
っ
た
日
本
工
営

の
白
石
悦
二
さ
ん
と
内
村
圭
佑
さ
ん
は
、

「
そ
も
そ
も
路
線
図
が
存
在
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
利
用
者
に
と
っ
て
の
利
便
性

は
も
と
よ
り
、
路
線
図
は
重
要
な
資
料

な
の
で
、そ
の
作
成
か
ら
始
め
ま
し
た
」

と
話
す
。
二
人
は
ト
ラ
ム
や
バ
ス
な
ど

の
交
通
機
関
に
く
ま
な
く
乗
り
、
路
線

や
停
留
所
、
交
通
結
節
点
の
位
置
、
運

行
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
車
両
の
状

態
や
ト
ラ
ム
の
軌
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
ま

で
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
現
在
の

G
R
A
S
が
有
す
る
輸
送
力
や
乗
降

客
数
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
非

効
率
な
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、

路
線
図
だ
け
で
な
く
時
刻
表
も
提
示
し

な
い
情
報
提
供
不
足
な
ど
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

　
調
査
中
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

バ
ス
の
記
録
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
内

村
さ
ん
に
現
地
の
男
子
高
校
生
が
声
を

か
け
て
き
た
の
だ
。
聞
く
と
バ
ス
マ
ニ

ア
と
の
こ
と
。「
そ
の
高
校
生
は
『
町
を

よ
く
す
る
た
め
に
自
分
も
協
力
し
た
い
』

と
申
し
出
て
く
れ
て
、
私
た
ち
が
現
地

に
い
な
い
間
も
彼
は
バ
ス
に
乗
り
続
け
、

後
日
、
分
厚
い
レ
ポ
ー
ト
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
」
と
内
村
さ
ん
は
笑
顔
で
話

す
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
も
活
用
し
路
線
図

は
驚
く
ほ
ど
正
確
な
も
の
に
な
っ
た
。

　
完
成
し
た
路
線
図
と
作
成
の
過
程
で

得
た
情
報
は
、
サ
ラ
エ
ボ
の
交
通
問
題

の
改
善
を
支
援
す
る
イ
ギ
リ
ス
等
の
機

関
に
も
共
有
さ
れ
た
。「
交
通
戦
略
を

立
て
や
す
く
な
る
」「
ど
の
路
線
に
何

台
の
バ
ス
を
増
や
せ
ば
い
い
か
車
両
購

入
計
画
の
参
考
に
な
る
」
と
、
そ
の
有

用
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
乗
降
客
数
の
需
要
調
査
を
全
路
線

で
行
い
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に

日
本
式
の
運
行
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
効
率
的
な
交
通
の

実
現
に
向
け
た
協
力
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
予
定
だ
。

首都：
サラエボ

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

日本工営
白石悦二（しらいし・えつじ）さん（右）
内村圭佑（うちむら・けいすけ）さん（左から2人目）
開発・建設コンサルティング事業を行う日本工営の福
岡支店に勤め、国内事業を担当。本プロジェクトでは日
本国内の知見を持つ同支店の吉富 実さん（右から2
人目）、林 遼平さん（左）らも加わり、海外事業本部と
連携し綿密な調査を行った。

経営再建を
目指して

今年の6月、日本のバス事業のサービス向上・経営改善を伝えるセミナー
をサラエボで開催。参加した約200人に路線図を配付した。

サラエボは約44万人が暮らすボスニア・ヘ
ルツェゴビナ最大の都市。「2020年までの
開発計画」では、トラムやトロリーバス、路
線バスなどの公共交通の改善が目標にあげ
られている。

ボスニア・ヘルツェゴビナ
Bosnia and Herzegovina

サラエボを走る交通機関。トラムとトロリーバス、バスはおもに幹線道路を中心に走り、ミニバスは斜面住宅地をおもに行き来する。
他国から供与された中古車両が多く、さながらトラムやバスの“ミュージアム”のようだ。

市民や旅行者に親しまれる路線図に
サラエボの1日当たりのトラム、トロリー
バス、バス、ミニバスの利用者数は約
25万人。路線図が活用されれば、よ
り効率的で便利になることが期待され
る。また観光マップとしても利用でき、

観光都市サラエボを訪れる旅行者の
公共交通の利用促進にもつながる。

路線図とともに
ポストカードも
製作された。

ボスニア・ヘルツェゴビナの首都サラエボは、
1990年代の紛争によって公共交通網も被害を受けた。

立ち直りを図る交通公社を、JICAが路線図の作成を通じてサポートする。
文●松井健太郎

公共交通の
要となる

路線図をつくる
サラエボ県の公共交通にかかる情報収集・確認調査
2019年2月～2020年1月
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